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鎌倉市・深沢地区の現況・課題
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１）自動車・歩行者交通の地区内及び地区周辺の現況・課題
（１）深沢地区内
• 現在計画中の道路計画における交通上の課題は、①シンボル道路をはじめとした各種道路における歩行者と自動車の輻輳（ふくそう）をできる限りの排除、②街区間の歩行者動線の確保、交通広場機能の明確化とそれを踏ま
えた配置、③県道や市道からの自動車の引き込み、④村岡地区とつながりとなっている。
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（２）深沢地区周辺
• 深沢地区外周道路の市道大船西鎌倉線、県道腰越大船線、市道常磐梶原線は、いずれも片側1斜
線の交互通行であり、自動車によるアクセス性は高いが、広域からの自動車動線としては弱い。

• 深沢地区から藤沢駅方面、鎌倉駅方面へのアクセスは県道藤沢鎌倉線（片側1車線）のみとなるため、
大船駅方面と江ノ島方面を結ぶ県道腰越大船と県道藤沢鎌倉線と交差する手広交差点は、混雑すると
想定される。

• 深沢地区東側は丘陵地帯であり、道路環境はあまり良くない。

（３）深沢地区を含めた広域
• 深沢地区周辺の道路は、国道及び駅周辺の道路を中心に混雑度が1.0を超えている区間が多く見受け
られる。平日・休日で交通量及び混雑度にほとんど差がない状況になっている。（下図参照）

• 村岡新駅西側では、都市計画道路横浜藤沢線の整備が進められており、これが完成すれば深沢地区か
ら江ノ島方面へのアクセス性は向上すると考えられる。

■深沢地区周辺の道路の状況 ■周辺道路ネットワーク・混雑状況

出典：国土地理院 https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html
（標準地図と色別標高図を重合せ、さらに加工して作成）

出典：村岡・深沢地区総合交通戦略 資料編（平成28年3月）

■混雑度について

1.00以下 ：道路が混雑することなく、円滑に走行できる。
1.00-1.25：道路が混雑する可能性のある時間帯が1～2時間あるものの、何時間も混雑が連続する可

能性は小さい。
1.25-1.75：ピーク時間帯はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可

能性が高い状態。
1.75-2.00：慢性的混雑状態。昼間12時間のうち混雑する時間帯が約50%に達する。
2.00以上：慢性的混雑状態。昼間12時間のうち混雑する時間帯が約70%に達する。
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２）公共交通の現況・課題
（１）鉄道
• 深沢地区で利用できる駅は、湘南モノレールの湘南深沢駅だけとなっており、広域からのアクセスはJR大船
駅経由となり、アクセスしにくい。ただし、村岡新駅が完成すれば、広域からのアクセス性は高まる。

（２）バス交通
• 深沢地区西側の県道腰越大船に「神戸製鋼前」バス停、東側の市道大船西鎌倉線に「大船工場」バス
停、南側の市道常盤梶原線に「八丁面」バス停がある。

• 「神戸製鋼前」バス停からは、大船駅、鎌倉駅、藤沢駅、江ノ島などにアクセスできる。
• 「大船工場」バス停からは、大船駅、鎌倉駅、江ノ島などにアクセスできる。
• 「八丁面」バス停からは、藤沢駅などにアクセスできる。

深沢地区
最寄のバス停

運営会社 系統 行き先

神戸製鋼前
（神鋼橋周辺）

江ノ電
バス（江ノ島電
鉄（株））

藤沢駅〜湘南車庫（片瀬山経由） 藤沢駅南口、湘南車庫
藤沢駅〜湘南車庫（手広経由） 藤沢駅南口、湘南車庫
藤沢駅〜長島 藤沢駅南口、長島
鎌倉駅〜湘南車庫 湘南車庫、鎌倉駅東口、長島
藤沢駅〜大船駅（手広経由） 大船駅東口交通広場、藤沢駅南口
大船駅〜江ノ島 江ノ島、大船駅東口交通広場
大船〜新鎌倉山循環 大船駅東口交通広場
大船駅〜津村 大船駅東口交通広場、津村
津村〜新鎌倉山〜大船駅 大船駅東口交通広場、津村

大船工場
（湘南モノレール
湘南深沢駅直
近）

京浜京急バス
（株）

船2 大船駅、梶原
船3 大船駅、富士見台
船4 大船駅、鎌倉山
船5 大船駅（西鎌倉経由）、諏訪ヶ谷（津村経由）
船6 大船駅、江ノ島
船7、8、9 大船駅、鎌倉駅(東口)

八丁面
（深沢地区南側）

江ノ電
バス（江ノ島電
鉄（株））

教養センター循環
藤沢駅南口、教養センター

教養センター〜藤沢駅
藤沢駅〜笛田４番 笛田４番

深沢地区
最寄のバス停

運営会社 系統 行き先

神戸製鋼前
（神鋼橋周辺）

江ノ電
バス（江ノ島電
鉄（株））

藤沢駅～湘南車庫（片瀬山経由） 藤沢駅南口、湘南車庫
藤沢駅～湘南車庫（手広経由） 藤沢駅南口、湘南車庫
藤沢駅～長島 藤沢駅南口、長島
鎌倉駅～湘南車庫 湘南車庫、鎌倉駅東口、長島
藤沢駅～大船駅（手広経由） 大船駅東口交通広場、藤沢駅南口
大船駅～江ノ島 江ノ島、大船駅東口交通広場
大船～新鎌倉山循環 大船駅東口交通広場
大船駅～津村 大船駅東口交通広場、津村
津村～新鎌倉山～大船駅 大船駅東口交通広場、津村

大船工場
（湘南モノレール湘
南深沢駅直近）

京浜京急バス
（株）

船2 大船駅、梶原
船3 大船駅、富士見台
船4 大船駅、鎌倉山
船5 大船駅（西鎌倉経由）、諏訪ヶ谷（津

村経由）
船6 大船駅、江ノ島
船7、8、9 大船駅、鎌倉駅(東口)

八丁面
（深沢地区南側）

江ノ電
バス（江ノ島電
鉄（株））

教養センター循環
藤沢駅南口、教養センター

教養センター～藤沢駅
藤沢駅～笛田４番 笛田４番

※一般社団法人神奈川県バス協会ホームページでの一般路線バス検索により調査

（参考）深沢地区周辺の骨格的な道路網について
（１）都市計画道路横浜藤沢線
• 深沢地区の西側を南北に縦断している。
• 現在のところ、藤沢鎌倉線以南は未整備となっており、県、横浜市及び藤沢市と協調しつつ、整備の促進を
図ることとされている。

（２）市の西部を通過する骨格的な幹線道路の整備検討
• 大船駅周辺及び深沢地域国鉄跡地周辺の拠点整備及び海岸部の交通機能強化に対応するため、市街
地環境や緑の保全、市街地の分断、沿道の修景・景観形成に配慮しつつ、海岸部から深沢地域国鉄跡地
周辺を通り、高速横浜環状南線方面に抜ける骨格的な幹線道路の整備を検討する。

• この道路は、海岸部や丘陵部から深沢、大船方面へのアクセス向上、鎌倉地域への自動車流入抑制といっ
た効果を持つ。

• 具体的なルートや構造については今後検討を行い、市民等に対して、その必要性・整備効果を十分説明し、
合意形成を図った上で、具体的な都市計画としての手続を進める。

出典：鎌倉市都市マスタープラン（平成27年9月）（一部加筆）
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（１）津波
• 津波については、現在想定されている地震モデル以上の地震の発生は
低く、河川遡上も含め、事業区域の危険性は非常に低い。

（３）液状化
• 平成23年度に実施した地質調査等に基づいた液状化判定の結果において、地区南西部でFL＞１となり『液状化の可能性あり』という判定が
出ているが、PL値は1.48となり『液状化危険度が低い』という判定となっている。

（２）洪水・浸水
• 洪水浸水については、過去に実際に起こった年超過確率1/100（24時間で302ｍｍ）の計画規模の降雨に対して、地区南西の工場・市場施
設街区において、50ｃｍ未満の浸水が想定されている。

• 一方、最大規模の想定である年超過確率1/1000（24時間で632ｍｍ）の降雨に対しては、地区全域で0.5ｍ未満～３ｍの浸水、地区南
西部では３ｍ～５ｍの浸水が想定されている。

（４）土砂災害
• 事業用地の一部が土砂災害警戒区域に指定されている。
ただし、当該箇所は、今後擁壁を整備していく計画である。

津波浸水想定図（神奈川県Ｈ27年3月）

公図浸水想定図（Ｈ29年造成計画との重ね図）

公図浸水想定図（計画規模） 公図浸水想定図（最大規模）

液状化想定図（神奈川県ｅ-かなマップ） 土砂災害危険個所（神奈川県ｅ-かなマップ）
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１）自然環境
（１）緑
• 深沢地区は、緑の骨格に取り囲まれている。
• 事業区域は、東西の緑地に挟まれている（御霊神社、等覚
寺）。

（２）水
• 事業区域の西側に、柏尾川が隣接している。

※ 事業区域の南側に、梶原川が隣接しているが、 道路機能の
強化のためボックス化。

２）歴史資源
（１）洲崎古戦場碑
• 1333 年（元弘3年）に新田義貞が鎌倉を攻めた時にこの地
で激しく戦った。山崎・上町屋・寺分・梶原の一帯を洲崎郷と呼
んでいた。

（２）泣塔
• 丘の上に、泣塔と呼ばれる石造の宝篋印塔（ほうきょいんとう）
と、その後ろのやぐらの中に数基の五輪塔がある。

• これらの石塔は、1333年（元弘3 年）に新田義貞が鎌倉を
攻めた時の洲崎の合戦における戦死者の霊を慰めるために、23
回忌の1356年（延文元年）に建てられた供養塔であるといわ
れている。

• 泣塔は、まとまったよい形の塔であるのに加え、基礎の石にはっき
りと文和5年（1356年）の年号が刻まれており、塔そのものが
文化財として大変価値のあるものである。

（３）天満宮
• 平安時代の天慶年間（938～946年）に、藤沢の村岡にい
た平良文という武士が、夢のお告げで天神をまつったのがはじまり
といわれている。

（４）深沢の名前の由来
• 江戸時代の『江島大草子（えのしまおおぞうじ）』に「鎌倉から
海月（くらげ）（横浜市金沢区方面）にかけて長い湖があり、
その周囲四十余里もあって、これを『深沢』と呼び、水を満々とた
たえた」と書かれている。

• 縄文時代以前は、今の深沢から大船にかけて深い入り江があっ
たと考えられており、『深沢』の地名は、この湖に由来しているとい
われる。



４．社会（人口）

7

１）鎌倉市の人口等の状況
（１）総人口と年齢3区分別人口の推移
• 鎌倉市の総人口は、国立社会保障・人
口問題研究所による推計値では、平成
27（2015）年から減少する。

• 年齢3区分別の人口推移をみると、生産
年齢人口と年少人口は減少を続けるが、
老年人口は継続して増加している。

出典：鎌倉市人口ビジョン 鎌倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成28年3月）

（２）人口の将来展望
• 「働くまち」、「住みたい・住み続けたいま
ち」鎌倉としての魅力を確立し、「出生
率の向上による自然減の克服」と「転入
超過の継続」が実現した場合、鎌倉市
における将来人口は次のとおりとされて
いる。

出典：鎌倉市人口ビジョン 鎌倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成28年3月）

（３）市内各地域の人口構成
• 深沢地域は、全市と比較して生産年齢人口の
割合は低く、年少人口と老年人口の割合は高
い。各割合は、その他の地域と比較して、大きく
突出したものはない。

深沢地域 鎌倉地域 腰越地域 大船地域 玉縄地域 全市

0-14歳 人数 4,154 5,469 2,584 5,306 3,042 20,555

割合 12.1% 11.4% 10.3% 12.0% 12.1% 11.7%

15-64歳 人数 19,361 26,610 13,862 26,910 15,028 101,771

割合 56.5% 55.7% 55.4% 61.0% 59.5% 57.7%

65歳以上 人数 10,732 15,722 8,591 11,882 7,168 54,095

割合 31.3% 32.9% 34.3% 26.9% 28.4% 30.7%

出典：平成30年9月末日現在の地域別・町丁字別の年齢別人口（住民基本台帳）、位置図
（いずれも鎌倉市ホームページ）

２）藤沢市の人口等の状況
（１）総人口と年齢3区分別人口の推移
• 藤沢市の総人口は、「藤沢市将来人口推
計について」では、2020年から減少する。

• 年齢3区分別の人口推移をみると、生産年
齢人口と年少人口は減少を続けるが、老年
人口は継続して増加している。

2017年度藤沢市将来人口推計（総人口の推計）

年齢３区分別の構成比の推移

出典：藤沢市将来人口推計（平成30年4月）

（２）村岡地区の人口推計
• 藤沢市の総人口は、「藤沢市将来人口推計について」では、2045まで増加するとされている。
• 年齢3区分別の人口推移をみると、生産年齢人口は2030まで増加しそれ以降2045年まで減少、年少人
口2030まで減少しそれ以降2045年までは増加、老年人口は継続して増加となっている。

• 地区別（全13地区）で見ると、2045年まで人口が増加するのは、村岡地区の他、藤沢地区、明治地区、
六会地区、遠藤地区の４地区となっている。

村岡地区の年齢３区分別の構成比の推移 2045年まで人口が増加する５地区（赤枠）

出典：藤沢市将来人口推計（平成30年4月）

鎌倉市の将来人口推計



出典：総務省統計局経済センサス（平成21（2009）年・平成26（2014）年）

出典：総務省統計局国勢調査（平成22（2010）年）

１）鎌倉市の産業について
（鎌倉市人口ビジョン 鎌倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成28年3月より））

（１）民営事業所の産業別の事業所数及び従業者数と増減数

• 平成21（2009）年と平成26
（2014）年の事業所及び従業者の増
減数を比べると、市全体では、事業所数
で-325件、従業者数で-1,967人と減
少傾向となっている。

• 全体的に微増もしくはマイナスの変化をし
ている中、産業別にみると、「P 医療，福
祉」で事業所が79件、従業者で2,271
人の増加となっている。また、「O 教育，
学習支援業」では、事業所が22件、従
業者が518人の増加となっています。抱え
る従業者数をみると、「I 卸売業，小売
業」「P 医療，福祉」「M 宿泊業，飲食
サービス業」「E 製造業」が多くを占めてい
る。

５．産業
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２）鎌倉市の雇用や就労等の状況
• 就業者数における産業別特化係数*（1.0を超えると全国平
均よりも雇用の場が提供されている）を比較すると、男性では
「Ｇ 情報通信業」が際立って高い傾向にある。続いて、男女とも
に「Ｌ 学術研究、専門・技術サービス業」が高い数値を示してお
り、次いで「Ｍ 宿泊業、飲食サービス業」が高くなっている。

• 「Ｍ宿泊業、飲食サービス業」の産業別特化係数が上位になっ
ている比較都市は、他に藤沢市〈女性〉・小田原市〈男女〉のみ
であり、観光地としての特徴がみられる。

* 産業別特化係数：Ｘ産業の特化係数＝当該地方公共団体
のＸ産業の就業者比率÷全国のＸ産業の就業者比率。（地
方人口ビジョンの策定のための手引き 平成27（2015）年1月
内閣府地方創生推進室）

２）深沢地区周辺の主な企業分布について
• 深沢地区周辺には、グローバル企業の関係機関が立地し、近年機能強化を行う関係機関もある。
• 武田薬品工業による湘南アイパークの開所、湘南鎌倉医療病院の先端医療センターの建設、湘南鎌倉
医療大学（仮称）の開学（予定）によって、ヘルスケアや医療機能の集積が進む。

深沢地区

中外製薬

• 鎌倉研究所が

立地

• 2022 年 に 横

浜市戸塚区に

先端的研究開

発拠点新設予

定

湘南鎌倉医療大学

（仮称）

• 2020年4月に開

学予定

• 看護学部・看護学

科（入学定員

100名）を設置

予定

• 学校法人徳洲会

（仮称）が運営

予定

三菱電機

• 鎌倉製作所が立地

• 主な業務内容は、人工衛星、

宇宙用輸送システム等

• 人工衛星の開発・製造など宇

宙システム事業を強化するた

め、人工衛星の組み立てから

試験までを行う「新衛星生産

棟」を建設、2019年10月に

稼働させる予定

神戸製鋼所

(藤沢市に立地)

• 現在は藤沢事業所に

なっている

• 昭和36年に藤沢工場と

して開設

• 溶接材料において国内

でトップシェアを誇る溶接

事業部門の研究開発拠

点

湘南鎌倉総合病院

• 医療法人沖縄徳洲会が運営

• 病床数619床の鎌倉市内最大の病院

• 救命救急センター指定病院、神奈川県災害協力病

院、神奈川県DMAT-L指定病院等の指定を受ける

• 2021年末に隣接する武田薬品工業湘南研究所の

敷地を一部取得、先端医療センターを建設予定

武田薬品工業 (藤沢市にまたがって立地)

• 昭和38年開設の湘南工場を平成18年に閉鎖、その

後平成23年に工場跡地に湘南研究所を開設

• 平成30年4月にヘルスケアにおけるオープンイノベーショ

ンを推進するため、湘南ヘルスイノベーションパーク（湘

南アイパーク)を開所、2023年度までに同施設に200

社を誘致する目標を掲げている
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３）鎌倉駅周辺へのIT関連企業の集積
• 鎌倉市唯一の上場企業である面白法人カヤック
をはじめとするIT関連企業が鎌倉地域に集積。

• 面白法人カヤックは、地域社会への取り組みとし
て、「カマコン」（地元IT関連企業等による地域
活性化の活動）を展開。有限責任事業組合
（LLP）を2013年春に設立（会員企業は昨
年10月時点で21社、個人会員は66人）。

• 「カマコン」から、鎌倉をよりよくするための活動に
絞って、インターネット経由で小口資金を集める、
クラウドファンディングサイト「iikuni（いいくに）」が
生まれ、これをきっかけに起業する「エコシステム」も
生まれた。

• このように状況にあるが、オフィスビルが少なく、開
発する土地も限られていることから、オフィスビルの
不足が課題となっている。

出典：日本経済新聞（平成27年1月５日）
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO81723040Y5A100C1X11000/

４）神奈川県における特区の状況
• 鎌倉市は、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区、さがみロボット産業特区の中央に位置すると
ともに、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区の17拠点に内包されるような場所に位置している。

鎌倉市深沢地区と京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区、さがみロボット産業特区との位置

鎌倉市深沢地区と京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区に現在指定されている17拠点

深沢地区
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１）鎌倉市の健康
（１）平均寿命と健康寿命
• 鎌倉市の平均寿命（65 歳時の平均余命）
は、男性が84.84年、女性が89.74年で、県
内でも上位になっています。

• 鎌倉市の健康寿命は、男性が83.16年、女性
が85.97年です。

• 平均寿命と健康寿命の差（日常生活における
不健康な期間）は、男性が1.67年、女性が
3.78年となっています。

平均寿命 健康寿命
平均寿命-
健康寿命

鎌倉市
男性 84.84 83.16 1.67
女性 89.74 85.97 3.78

神奈川県
男性 84.08 82.34 1.73
女性 88.92 85.31 3.61

全国※
男性 79.55 70.42 9.13
女性 86.30 73.62 12.68

※健康日本21（第2次）で公表されているもの

出典：鎌倉市健康づくり計画（平成28年3月））

（２）総医療費と生活習慣病に係る医療費の割合
• 鎌倉市国民健康保険被保険者の総医療費は、年々、増加
しており、平成25 年（５月診療分）では約８億９千万円
となっています。

• そのうち、生活習慣病に係る医療費は約半分を占めており、そ
の割合も増加傾向にあります。高齢者人口の増加に伴って、
今後もさらに増加することが予測されています。

（３）介護な必要な高齢者の将来予測
（平成29（2017）年度）→平成37（2025）年度の比較）

• 鎌倉市国民健康保険被保険者の総医療費は、年々、増加しており、平成25 年（５月診療分）では
約８億９千万円となっています。

• そのうち、生活習慣病に係る医療費は約半分を占めており、その割合も増加傾向にあります。高齢者人口
の増加に伴って、今後もさらに増加することが予測されています。

出典：鎌倉市健康づくり計画（平成28年3月））
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２）スポーツ
（１）スポーツ施設・公園について
●主なスポーツ施設の現況と再配置計画

深沢地区にいくつかのス

ポーツ施設機能が移転

する。

総合体育館（屋

内 プ ー ル を 併

設）を新設

●公園の現況

自然的な公園は多いが、

都市的な公園は不足し

ている。

（鎌倉市公共施設再編計画等より）
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（２）市民のスポーツに対する意識
●スポーツ実施率 ●スポーツを行う際に利用している施設 ●スポーツ教室やイベントなどへ参加しない理由 ●スポーツ施設の利用条件

１回30分以上の運動･スポーツを

週１日以上実施している人の割合

• 市民の半数以上が、運動習慣がない。 • 利用している施設について、全体では「その他

（道路・公園等）」（42.2％）が４割を超え

最も高くなっている。

• スポーツ教室やイベントなどへ参加しない理由を

聞いたところ、「教室やイベントの情報がわからない

から」（35.7％）、「参加する時間がないから」

（34.1％）が３割半ばで高くなっている。。

• 「施設の無料開放の拡大」（40.5％）がほぼ

４割で最も高くなっている。

• ウォーキングがトップ、次いで体操、ハイキングとなっ

ている。

●過去1年間に行った運動・スポーツ

●スポーツの実施回数、実施時間

• 過去１年間に運動･スポーツを行った人について、

週あたりの実施回数は、平均で3.52回となってい

る。「体操（軽い体操・ラジオ体操など）」が最も

多く、次いで「ウォーキング」「筋力トレーニング」と

なっている。

• 運動・スポーツの実施時間は、週あたりの平均で

約247分（約４時間程度）となっている。

「ウォーキング」が最も長く、次いで「サイクリング」

「テニス」「ゴルフ（コース・練習場）」となってい

る。

• 時間がないため」（34.4％）が３割を超え最も

高くなっている。次いで、「病気・体調不良のため」

（29.0％）、「興味がないため」（23.5％）の

順で続いている。（「１年間スポーツは行わなかっ

た」と回答した人が回答）

●スポーツを行わない理由

●スポーツ教室やイベントなどへの参加状況

• 「参加したことがない」が７割（70.6％）を超え

る。

●スポーツに対するこれからのニーズ（必要性）
について

• どのような条件が整えばより一層スポーツを行うよ

うになると思うか聞いたところ、「スポーツ施設が充

実すれば」（48.9％）が５割近くで最も高くなっ

ている。

●スポーツ施設の利用

・３割以上の方が「利用したことがない」と回答してお

り、その理由として“機会がない”“時間がない”“興

味がない”“家から遠い”などがあげられている。

●今後のスポーツ施策の推進について

• 市民のスポーツ活動を推進するために重視すべき

施策については、「子どもの健康づくりの促進」

（19.7％）が最も高く、次いで「高齢者の健康

づくりの促進」（16.0％）となっている。

出典：市民のスポーツ活動に関するアンケート調査
（平成25年度実施）
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項目 現況・課題の概要 コンセプトの具体化や修正土地利用計画再点検で求められる内容

交

通

自動車・歩行者
交通の地区内及
び地区周辺の課
題

深沢地区内
• 現在の道路計画は、①シンボル道路をはじめとした各種道路における歩行者と自動車の輻輳（ふ
くそう）をできる限りの排除、②街区間の歩行者動線の確保、交通広場機能の明確化とそれを踏
まえた配置、③県道や市道からの自動車の引き込み、④村岡地区とつながりが課題となっている。

• 歩行者が安全で快適に通行できる環境の実現
• 上記に資する自動車交通処理に関するハード・ソフト両面からの対策

深沢地区周辺

• 深沢地区外周道路は、いずれも片側1斜線の交互通行であり、広域からの自動車動線としては
弱い。

• 深沢地区から藤沢駅方面、鎌倉駅方面へのアクセスは県道藤沢鎌倉線（片側1車線）のみで
手広交差点は混雑が想定される。

• 深沢地区東側は丘陵地帯であり、道路環境はあまり良くない。
• 新交通システムの導入などによる深沢地区周辺とのアクセス性の向上
• 周辺道路の混雑緩和に資する自動車交通処理の実現

深沢地区を
含めた広域

• 深沢地区周辺の道路は、平日・休日で交通量及び混雑度にほとんど差がない状況。
• 村岡新駅西側の都市計画道路横浜藤沢線が完成すれば深沢地区から江ノ島方面へのアクセス
性は向上。

公共交通 の現
況・課題

鉄道
• 深沢地区で利用できる駅は、湘南モノレールの湘南深沢駅のみでアクセスしにくい。
• 村岡新駅が完成すれば、広域からのアクセス性は高まる。

• 村岡新駅を拠点とした、新交通システムの導入も含めた、交通結節拠点の
形成

バス • 地区外周にあるバス停からは、大船駅、鎌倉駅、藤沢駅、江ノ島にアクセス可能。

防災

津波
• 現在想定されている地震モデル以上の地震の発生は低く、河川遡上も含め、事業区域の危険性
は非常に低い。

• 津波、洪水・浸水、液状化、土砂災害の現況や想定を踏まえた、安心・安
全なまちづくりに資するハード・ソフト両面からの対策

洪水・浸水

• 過去に実際に起こった年超過確率1/100（24時間で302ｍｍ）の計画規模の降雨に対して、
地区南西の工場・市場施設街区において、50ｃｍ未満の浸水が想定されている。

• 一方、最大規模の想定である年超過確率1/1000（24時間で632ｍｍ）の降雨に対しては、
地区全域で0.5ｍ未満～3ｍの浸水、地区南西部では3ｍ～5ｍの浸水が想定されている。

液状化
• 平成23年度に実施した地質調査等に基づいた液状化判定の結果において、地区南西部でFL＞

1となり『液状化の可能性あり』という判定が出ているが、PL値は1.48となり『液状化危険度が低
い』という判定となっている。

土砂災害
• 事業用地の一部が土砂災害警戒区域に指定されている。ただし、当該箇所は、今後擁壁を整備
していく計画である。

環境
自然環境

• 深沢地区は、御霊神社、等覚寺など緑の骨格に取り囲まれている。
• 深沢地区西側に柏尾川、南側に梶原川が隣接（ただし、梶原川は道路機能強化のためボックス
化）。

• 深沢地区周辺の生態系や歴史を活かした緑や空間づくり

歴史資源 • 洲崎古戦場碑、泣塔、天満宮など歴史資源がある。泣塔は当地区内にある。

社会（人口）
鎌倉市・深沢地区

• 鎌倉市の人口は既に人口減少の局面に入っており、今後減少していくことが想定される。
• 深沢地域は市全体と比較して、老年人口の割合（31.3%（平成30年9月））はやや高い。

• 深沢地区の新住民と旧住民が住んで良かったと感じられるまちづくり
• 来街者にとっても魅力のあるまちづくり
• 地域のコミュニティを育てる取組の実施（エリアマネジメント公共空間の維持
管理、イベントなど）

藤沢市・村岡地区
• 藤沢市の人口は、2020年から減少すると想定されている。
• 村岡地区は2045年までは人口が増加すると想定されるが、老年人口の割合上昇していく。

産業

鎌倉市

• 平成21（2009）年と平成26（2014）年の事業所及び従業者の増減数を比べると、市全体
では、事業所数で-325件、従業者数で-1,967人と減少傾向。

• 鎌倉市は、京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区、さがみロボット産業特区の中央に
位置。

• 鎌倉駅周辺へのIT関連企業の集積やカマコンの取組。

• 特区や深沢地区周辺のヘルスケアや医療機能の集積を踏まえた、ヘルスケ
ア産業などの集積

• 鎌倉駅周辺へのIT関連企業との連携や立地

深沢地区
• 深沢地区周辺には、グローバル企業の関係機関や近年機能強化を行う関係機関も立地。
• 湘南アイパークの開所、湘南鎌倉医療病院の先端医療センターの建設、湘南鎌倉医療大学
（仮称）の開学（予定）によって、ヘルスケアや医療機能の集積が進む。

健康・スポーツ

健康
• 鎌倉市の平均寿命、健康寿命は、県平均より高く、平均寿命は県内でも上位。
• 高齢者人口の増加に伴って、医療費や介護が必要な高齢者は増加していくと想定される。 • 健康寿命の延伸及び平均寿命と健康寿命の差の縮小

• 総合体育館などの新たな施設整備を踏まえた健康・スポーツのソフトの取組
などの推進

• ウォーキングによる健康づくりの促進
• 歩きたくなる空間づくり（ハード）や仕掛けづくり（ソフト）

スポーツ
（施設や市民意
識）

• 深沢地区に総合体育館（屋内プールを併設）を新設予定。
• 市内の公園は自然的な公園は多いが、都市的な公園は不足。
• スポーツに対する市民の意識については、市民の半数以上が、運動習慣がないと回答。過去1年
間に行った運動・スポーツは、ウォーキングがトップ、次いで体操、ハイキング。（市民のスポーツ活動
に関するアンケート調査（平成25年度実施））


